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隔
心
、
カ
プ
タ
イ
ン
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
一
　
清

　
去
六
月
二
十
日
　
新
聞
外
電
は
突
如
ご
し
て
、
J
・
G
　
カ
プ
タ
イ
ン

の
死
を
報
し
た
。
ア
・
、
異
オ
カ
プ
タ
イ
ン
逝
（
。
現
代
の
天
文
學
界

は
こ
れ
に
よ
っ
て
適
う
か
へ
し
の
出
汐
な
い
一
大
損
失
を
経
験
し
た
こ

い
は
ね
ば
な
・
b
な
い
。

　
ヨ
二
子
ス
●
コ
ル
子
リ
ウ
ス
ヵ
プ
タ
イ
ン
（
畷
。
ず
昌
窃
Q
o
毎
巴
貯
。
。
ス
譜
冒
け

㊦
恩
）
は
一
入
五
一
年
一
月
十
六
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
バ
ア
子
フ
エ
ル
ド
に

生
れ
た
。
若
年
の
頃
よ
ウ
既
に
天
オ
の
閃
め
き
を
見
せ
た
が
、
ラ
イ
デ

ン
大
學
に
於
い
て
激
理
天
交
を
修
め
、
一
入
七
五
年
、
同
大
黎
を
卒
業

す
ろ
や
、
直
ち
に
観
測
家
こ
し
て
其
の
大
引
天
交
壷
に
席
を
得
る
こ
ご

ご
な
っ
た
。
し
か
る
に
一
八
七
一
年
、
同
じ
オ
ラ
ン
ダ
の
北
透
グ
ロ
ー

ニ
ン
ゲ
ン
大
忌
に
天
・
文
學
講
座
新
設
せ
ら
る
ム
や
、
わ
が
カ
プ
タ
イ
ン

は
當
時
ご
十
七
歳
の
若
年
を
以
っ
て
、
推
さ
れ
て
其
の
数
授
の
任
を
受

け
、
こ
・
に
彼
れ
は
、
圖
ら
す
も
後
年
の
大
成
を
な
す
べ
き
ラ
イ
フ
●
ウ

ォ
ー
ク
を
嚢
見
し
た
の
で
あ
る
。

　
近
代
の
天
丈
學
は
其
の
ス
コ
ー
プ
頗
る
弘
（
、
同
時
代
の
諸
科
學
中

實
に
最
も
推
大
な
る
組
織
を
持
っ
て
み
る
一
1
ー
カ
プ
タ
イ
ン
は

ロ
ー
ニ
ン
グ
ン
大
學
致
授
就
任
の
始
切
、
同
大
學
に
径
六
吋
級
の
天
体

二
型
機
を
設
備
す
る
な
ら
ば
・
こ
い
ふ
條
件
の
下
に
其
の
招
聰
を
承
諾
し

た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
其
の
後
、
幾
年
を
経
て
も
此
の
事
が
大
學
・

の
豫
算
に
計
上
さ
れ
な
い
の
で
、
カ
プ
タ
イ
ン
の
懐
こ
し
て
は
非
常
に

此
の
事
を
残
念
が
つ
て
み
た
。
し
か
る
に
時
恰
も
一
八
八
二
年
、
南
亜

ケ
ー
プ
天
交
墓
の
デ
ビ
ド
・
ジ
ル
が
持
ち
合
せ
の
篤
眞
機
を
用
み
て

験
的
に
彗
星
の
爲
眞
を
撮
影
し
た
・
こ
こ
ろ
が
、
偶
然
に
も
其
の
種
板
に

は
、
目
的
こ
し
た
三
星
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
大
小
恒
星
が
撮
影
さ

れ
て
る
た
の
で
、
こ
・
に
大
に
望
み
を
得
、
い
よ
一
一
入
入
五
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
ち
に
ま

ら
ダ
ル
守
イ
ヤ
ア
の
六
吋
玉
を
一
っ
て
、
南
天
全
部
の
一
一
撮
影
に
着

手
す
る
運
び
に
至
っ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
喜
望
峯
で
は
、
撮
影
は
す

る
が
其
の
結
果
を
整
理
し
引
き
纏
め
る
爲
の
財
源
を
旧
い
で
る
江
た
め

此
の
偉
業
も
甚
だ
し
い
非
蓮
ご
見
ね
た
。
こ
の
状
勢
を
看
取
し
、
敢
然

ε
し
て
此
れ
が
實
質
的
の
援
助
を
し
や
う
ご
ジ
ル
に
申
し
込
ん
だ
の
は

わ
が
ヵ
ブ
タ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
全
宇
宙
に
分
布
し
て
み
る
星
敷
の
根
本

調
査
、
こ
れ
が
彼
れ
の
年
來
の
希
蟹
で
は
あ
っ
た
け
れ
ψ
、
前
述
の
事

情
　
じ
、
自
己
の
大
學
者
が
約
束
を
履
行
し
な
い
た
め
、
自
ら
繋
れ
を
創
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め
る
こ
ご
も
出
回
す
大
に
皮
肉
の
の
嘆
に
た
へ
な
い
時
で
あ
っ
た
折
病

で
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
無
遠
慮
に
も
カ
プ
タ
イ
ン
は
ジ
ル
に
敷
回
書

面
を
謂
う
、
　
「
若
し
撮
影
後
の
種
板
を
グ
ロ
ー
ニ
ン
グ
ン
に
逡
ら
る
ム

な
ら
ば
責
任
を
以
っ
て
之
れ
を
測
定
し
露
霜
せ
ん
」
ε
申
込
ん
だ
。
ジ

ル
は
之
れ
を
見
て
大
喜
び
、
界
速
、
こ
・
に
約
束
が
成
立
し
た
。
南
亜

に
於
け
る
撮
影
は
一
八
八
五
年
よ
う
始
ま
っ
て
前
後
五
ケ
年
に
わ
た
ク

首
尾
よ
く
行
は
れ
、
南
緯
十
九
度
よ
り
南
極
に
至
る
十
等
以
上
の
星
全

部
、
総
計
四
十
萬
余
を
種
板
上
に
印
し
、
緬
、
て
此
等
は
グ
ロ
ー
ニ
ン
グ

ン
大
學
に
邊
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
で
は
、
カ
プ
タ
イ
ン
教
授
が

二
三
の
助
手
ご
共
に
、
此
の
数
多
い
窟
下
版
の
測
定
に
、
日
夜
勉
励
し

た
。
一
般
．
に
、
星
の
霜
眞
．
版
の
測
定
は
而
倒
雄
鎮
な
も
の
で
あ
る
が
、

カ
プ
タ
イ
ン
は
生
出
の
猫
創
力
を
こ
・
に
も
あ
ら
は
し
て
、
爲
眞
版
を

そ
の
ま
・
の
天
珠
・
こ
見
る
や
う
な
一
種
の
新
し
い
測
定
装
置
を
考
案
し

之
れ
を
用
ひ
て
仕
事
を
念
い
だ
結
果
、
前
後
十
三
ケ
年
に
し
て
、
此
の

大
車
業
を
完
成
し
二
十
世
紀
の
初
頭
、
三
巻
の
大
報
告
こ
な
っ
て
世
に

現
は
れ
る
こ
ε
に
な
っ
た
。
之
れ
が
ケ
イ
ブ
爲
眞
星
表
（
Q
書
。
写
。
ε
－

α
。
巴
畳
夢
U
昌
。
｝
旨
ロ
巴
窪
目
漏
）
こ
ご
な
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
種
の
星
数
調
査
は
“
八
五
三
年
以
來
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
一
天

丈
墓
に
於
い
て
、
ア
ル
グ
ラ
ン
デ
ル
や
シ
エ
ン
フ
エ
ル
ド
等
が
北
天
に

つ
い
て
九
等
星
以
上
の
全
部
の
星
を
観
測
し
た
の
が
最
初
で
あ
ウ
、
南

天
の
星
も
、
十
九
世
紀
末
に
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
コ
ル
ト
バ
二
丈
壁

の
人
々
が
南
緯
五
十
二
度
ま
で
此
の
方
法
を
按
張
し
た
も
の
が
あ
ろ
が

此
の
後
者
は
一
九
〇
四
年
に
至
っ
て
褒
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
タ
イ

プ
表
は
全
く
篤
眞
星
表
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
お
、
ボ
ン
や
コ
ル
ト
バ

の
表
ご
は
比
較
す
る
こ
一
こ
は
出
來
な
い
が
、
兎
も
角
、
南
極
附
近
の
天

は
當
時
誰
も
手
を
づ
け
て
み
な
か
っ
た
部
分
で
あ
り
、
叉
方
法
が
寓
眞

で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
、
特
別
な
音
〔
味
ビ
新
し
み
こ
を
討
っ
て
、
今
日

の
恒
星
統
計
上
に
資
す
る
こ
こ
ろ
多
い
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
此
の
偉
業
の
た
め
、
カ
ブ
タ
イ
ン
は
、
一
八
九
二
年
に
既
に
英
國
の

ロ
ー
ヤ
ル
に
天
交
羅
會
の
含
友
に
推
さ
れ
、
又
一
九
〇
二
年
に
は
、
い

よ
く
其
の
功
に
よ
っ
て
、
同
齢
會
か
ら
金
牌
を
受
領
し
た
。

　
「
宇
宙
の
構
造
如
何
？
」
こ
れ
が
カ
プ
タ
イ
ン
の
最
初
か
ら
主
要
問
題

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
一
入
入
○
年
代
の
時
、
既
に
恒
星
の
羽
差

を
研
究
し
、
殊
に
直
接
、
掌
宙
の
構
造
を
知
る
た
め
の
資
料
を
欲
し
て
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「
一
曲
親
差
」
の
公
式
を
得
ん
ご
苦
心
し
、
或
は
星
の
李
均
光
度
か
ら
、

或
は
星
の
固
有
蓮
動
か
ら
、
統
計
的
効
果
の
た
め
に
、
容
易
に
描
写
の

近
似
値
を
得
る
た
め
の
式
を
登
極
し
た
事
な
艶
は
、
今
二
十
世
紀
の
星

辰
學
に
大
な
る
貢
獄
で
あ
っ
た
。

　
此
の
視
差
問
題
等
に
關
淫
し
た
材
料
か
ら
、
カ
プ
タ
イ
ン
は
多
く
の

恒
星
の
固
有
蓮
動
を
整
理
し
て
、
こ
み
に
エ
ボ
ツ
ク
メ
イ
キ
ン
ゲ
な
二

大
星
流
読
を
提
唱
し
た
の
は
一
九
〇
四
年
で
あ
っ
た
。
閉
れ
に
擦
れ
ば

全
天
の
恒
星
は
全
体
－
こ
し
て
二
つ
の
大
袖
團
に
別
れ
、
其
の
第
一
集
團

は
蛇
星
座
の
方
へ
馳
っ
て
居
ウ
、
其
の
中
に
は
全
奇
書
の
五
分
の
三
を

含
ん
で
み
る
。
又
、
第
二
の
頑
愚
は
残
う
五
分
の
二
の
掻
敷
を
含
ん
で

み
き
ウ
ん
星
座
の
方
へ
馳
ウ
つ
穿
け
て
を
り
其
遠
度
の
比
は
一
．
五
で

あ
る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
が
之
れ
に
は
何
れ
に
も
大
人
ア
ー
シ
エ
ル
の
嚢

回
し
た
太
陽
系
固
有
渥
動
の
影
響
が
表
は
れ
て
る
る
か
ら
、
今
之
れ
を

引
き
去
る
ご
、
カ
プ
タ
イ
ン
の
引
墨
團
は
相
互
に
四
十
キ
回
の
秒
速
を

三
っ
て
、
天
の
河
に
沼
ひ
つ
・
、
相
反
封
の
方
向
に
流
れ
て
み
る
・
冒
♂
、

に
な
る
。

　
此
の
二
大
星
流
設
は
天
運
芸
界
に
於
け
ろ
、
一
一
十
世
記
初
頭
の
大
腰

見
で
あ
っ
て
、
近
頃
、
英
図
ロ
ー
ヤ
ル
天
文
顕
界
の
紀
念
曾
席
上
の
講

演
中
に
も
、
エ
デ
ィ
ン
ト
ン
敦
授
は
之
を
過
去
百
年
間
の
六
大
褒
見
の

一
つ
に
数
（
て
る
る
。
此
の
大
褒
見
を
端
緒
こ
し
て
、
わ
が
銀
河
宇
宙

の
力
學
的
考
察
や
空
聞
的
構
成
の
研
究
が
今
や
盛
ん
に
行
は
れ
、
此
の

宇
宙
系
全
音
を
一
つ
の
渦
状
星
雲
ご
見
る
な
か
の
徹
底
し
た
思
想
も
生

れ
る
に
渠
つ
た
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
カ
け
タ
イ
ン
は
屡
ア
メ
リ
カ
の
諸
所
の
天
文
壁
ご
亦
ハ
通
し
、

彼
所
の
露
な
る
機
械
設
備
を
以
っ
て
絶
ね
す
宇
宙
研
究
を
は
げ
み
つ
る

む
つ
お
。
其
の
死
の
前
数
日
、
天
爵
物
理
量
難
誌
に
表
は
れ
た
「
恒
星

系
統
の
配
列
及
び
蓮
動
』
ご
い
ふ
論
文
は
實
に
彼
れ
の
二
絶
筆
で
あ
る
が

彼
れ
は
其
の
申
に
わ
が
銀
河
系
を
、
五
封
一
の
細
読
を
持
つ
短
軸
楯
凹

驚
ε
見
、
其
の
内
部
に
於
け
る
星
々
の
配
置
を
論
ど
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
ゲ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
學
に
於
け
る
ヵ
ブ
タ
イ
ン
は
撤
頭
徹
尾
三
内
天

焦
焦
都
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
教
授
勅
任
の
始
め
、
一
門
四
望
四
鏡
を
要

求
し
て
容
れ
ら
れ
ず
、
其
の
以
後
は
ヶ
イ
プ
を
始
め
、
他
の
天
文
甕
諸

所
で
親
測
し
た
事
實
を
材
料
こ
し
て
、
、
多
く
屋
内
の
研
究
室
で
研
究
を

つ
ゴ
け
た
Q
殊
に
後
牟
生
の
恒
星
の
統
計
的
研
究
は
顧
る
濁
特
な
學
風
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を
養
ひ
、
赤
る
登
方
面
か
ら
見
れ
ば
立
派
な
理
論
家
で
あ
る
、
こ
も
言
へ

る
・
が
・
し
か
し
玉
壷
の
方
面
よ
ケ
見
れ
ば
、
自
分
の
室
を
「
天
文
實
験

所
（
コ
署
8
”
博
。
諸
国
ざ
套
。
量
）
」
ご
名
づ
け
、
多
《
の
助
手
を
督
し
、
自

ら
も
汗
し
て
窟
眞
の
測
定
に
画
工
し
た
こ
ご
な
津
、
確
か
に
秘
密
家
こ

し
て
の
性
格
も
備
へ
て
る
る
。
そ
れ
故
、
吾
人
は
彼
れ
を
一
片
の
理
論

家
こ
の
み
唱
へ
た
（
な
い
。
1
實
に
オ
ラ
ン
ゲ
一
國
の
み
な
ら
す
、

世
界
の
た
め
の
一
塁
オ
こ
し
て
、
其
の
人
格
こ
ぞ
の
業
績
ご
は
永
（
歴

史
上
に
記
念
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
昨
年
、
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
酒
を
退
い
て
退
引
し
た
が
、
爾
其
像
生

」
を
ラ
イ
デ
ン
大
周
の
研
究
室
に
於
い
て
邊
る
警
で
あ
っ
た
。

　
自
分
は
、
今
年
、
大
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
百
年
に
際
し
、
わ
が
カ
ソ
ク
イ

　
ン
を
思
ふ
て
、
彼
此
大
に
相
通
す
る
の
奇
な
る
を
見
る
の
で
あ
る
。
鄙

ち
カ
プ
イ
タ
ン
の
タ
イ
プ
星
表
は
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
ス
ー
タ
ゲ
ー
ジ
．
こ
其
・
精

．
紳
に
於
い
て
相
近
（
、
叉
、
前
者
の
二
大
星
流
国
見
は
後
者
の
太
陽
、
蓮

動
褒
見
こ
並
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
時
代
に
壷
百
年
の
前
後
の

差
が
あ
う
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
は
素
人
天
文
家
た
う
し
に
肥
し
、
カ
プ
タ
イ

ン
が
始
め
か
ら
職
業
的
天
文
．
家
た
り
し
差
は
之
れ
あ
る
も
、
共
に
宇
霜

の
問
題
を
上
局
の
問
題
こ
し
て
絡
冒
し
た
こ
こ
ろ
な
皆
考
へ
比
べ
れ
に

相
似
鮎
の
蝕
う
に
甚
だ
し
い
の
に
驚
《
ば
か
血
で
あ
る
。
今
日
大
ハ
ー

シ
ェ
ル
の
残
置
百
年
、
η
ハ
ニ
あ
に
わ
が
「
二
十
世
記
の
ハ
ー
シ
ェ
ル
」
を
・

失
ふ
た
こ
ご
は
墨
壷
の
祀
め
に
、
何
等
か
の
意
昧
が
あ
っ
て
然
る
べ
き

か
ご
も
思
（
る
。
（
一
九
二
二
・
六
●
二
）

　
　
　
　
　
九
　
月
　
の
　
天
　
象

太
陽
　
九
月
中
太
陽
の
赤
纏
は
十
時
四
十
分
か
ら
十
二
噂
二
十
入
分
に
増
し
、
赤

　
緯
は
北
八
時
廿
九
分
か
ら
爾
二
度
五
十
允
分
に
擬
移
す
る
．
・
三
差
ぽ
二
日
に
零

　
“
」
な
り
そ
れ
か
ら
十
時
七
分
迄
増
加
す
る
。
入
日
午
后
七
時
白
露
節
∪
二
十
四

　
甘
午
前
五
時
秋
分
G
太
陽
は
赤
道
を
頬
過
し
、
黄
道
十
二
宮
の
最
初
の
秋
り
宮

　
な
る
天
秤
宮
に
入
る
、
）
二
十
一
日
午
后
一
時
三
十
入
分
皆
既
日
蝕
と
な
う
が
我

　
國
で
は
観
墓
不
能

月
　
六
日
午
后
四
時
四
十
七
分
水
瓶
座
ラ
ム
ゲ
星
附
近
で
今
月
、
十
四
H
午
后
七

　
時
百
分
牡
牛
座
ア
現
プ
ア
星
目
ア
ル
テ
バ
ラ
ン
）
の
西
方
で
下
弦
月
．
廿
一
日
午

　
后
「
時
三
十
入
分
新
月
、
廿
入
日
午
前
七
時
四
十
分
射
手
座
廿
一
番
星
の
櫓
北

　
山
万
で
上
一
弦
月
、
入
日
午
前
一
二
時
逡
地
黙
に
至
り
、
　
十
一
日
午
后
三
時
近
地
酢
醐

　
に
來
る
、
＋
三
日
午
后
入
畦
四
十
七
分
か
ら
五
†
七
分
蓬
に
牡
牛
座
首
星
（
ア

　
ル
デ
認
ラ
ン
」
を
．
十
山
ハ
ロ
μ
牟
后
甲
山
ハ
畦
十
一
二
八
刀
か
ら
七
麻
．
十
・
七
分
迄
に
讐
ツ
ナ
肱
慨


